







































































































































































































































大正三年(1914) r徳島県老樹名木誌J8) r徳島県老樹名木番附」 η





















































































































































































されている、 (3)句読点や送り仮名が入れられている、 (4) r徳島県老樹名木誌』めでは「後」となって
いる所が「役J となっている(原典である r粟の落穂』川では「後J)、(5)幹周囲の測定が『徳島県老
樹名木誌』が地上五尺(1.5m) となっているが、ここでは地上 1.3m となっており、そのせいであろ


































































































































































































































































































































18) 藍住町史編集委員会 r増補藍住町史』藍住町役場、昭和四十年 (1965)、68頁。
19) 倒木後の写真(春日神社宮司森内氏所蔵であり、撮影日時や撮影者、ネガの有無は不明)。
20) 徳島県教育委員会編集発行 r徳島県の文化財』昭和五三年(1978)、285頁。
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23) とくしま森とみどりの会編集発行「阿波の巨樹巡り』平成十六年 (2004)。
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